付　方言

　泊は古くからの港、また、宿場として海陸共に東西の交流がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はげ),繁)しく、多くの地方の旅人がこの地を往来して来た。それ故、方言をとりあげてもこの土地独特といえるものはない。
　むらの人たちが泊の方言だと思って来たものは、実は広く鳥取県全域で使われるもの、さもなければ県中部地区の人々が使って来た方言である。ここではその中でも、特に泊地区から気高郡にまたがる地域の人々が使用して来たものを拾い上げてみた。

あ

あいへんだ　　　　あいづちをうつ言葉

あいまち　　　　　あやまち、けが

あえる　　　　　　からかう、ばかにする

あだける　　　　　踏みはずすような場合

あくばる　　　　　仕事が多すぎて平口

あじゃあ　　　　　あらまあの意味（驚きの時）

あずがわからん　　言っている意味がわからない
あずる　　　　　　動く

あばさん　　　　　おばさん

あやかり　　　　　役に立たぬ

ありゃりゃ　　　　おやおや

あんのじょう　　　思ったとおり、予想したとおり

あんや　　　　　　兄、兄貴、自分の家の男の子

い

いきしなに　　　　行ってすぐ

いちぎゃうな　　　強情な

いすぐ　　　　　　すすぐこと

いとしや　　　　　かわいそうに

いんぴつ　　　　　鉛筆

う

うかうか　　　　　うっかり

うっちゃ　　　　　わたしら

うとい　　　　　　のろい

うどむ　　　　　　風がなりひびく

うまえる　　　　　湯に水を入れる

うねくそが悪い　　不愉快

うんにゃ　　　　　いいえ、否定する

え

ええたい　　　　　たびたび

えど　　　　　　　えさ

えんた　　　　　　地べたに座りこむ

お　

おおげん　　　　　大体

おおがま　　　　　大げさ

おうどう　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいたん),大胆)
おおねんじゅう　　大勢の人

おがく　　　　　　こたつなどの炭火などをかき回す

おけんたい　　　　えんりょなく、あたりまえ

おさ　　　　　　　魚のえら

おじゃしき　　　　近所の人に集まってもらい、先祖の供養をすること

おす　　　　　　　ろをこぐ

おっぞうさん　　　お地蔵さん

おとぎ　　　　　　おときの前の26日のお通夜の行事

おときにつく　　　おたいやの最終日に会食すること

おとり　　　　　　末子

おどりゃ　　　　　お前達

おねる　　　　　　ごねる

おばかす　　　　　おどかす、こわがらす

おべる　　　　　　おびえる、驚く、こわがる

おやこ　　　　　　親類のこと心やすい仲

おら　　　　　　　自分のこと
おらげ　　　　　　自分の家

か

かあご　　　　　　海ねこ
かおね　　　　　　顔色

かぐる　　　　　　ひっかく

かすべ　　　　　　魚の一種（えい）

がや　　　　　　　かめ虫

かつぐ　　　　　　水にもぐる

かたけ　　　　　　半日のこと

かたから　　　　　初めから

がっぽり　　　　　どっさり、たくさん、全部

かたつら　　　　　対の物の一方

かたで　　　　　　まるで、まるっきり、とうてい

かにごもり　　　　やどかり（宿借、海の動物）

がも　　　　　　　うに（海の動物）

がんぎをきる　　　畑に溝を引くこと

かんす　　　　　　茶釜
き

きみ　　　　　　　とうもろこし

きょうび　　　　　このごろ、近ごろ

く

ぐすい　　　　　　ゆるい、穴が大きくてがたがた

け

げいもない　　　　くだらない

げし　　　　　　　がけ

げせん　　　　　　わからない、不可解

げろ　　　　　　　へど

けなるい　　　　　うらやましい

こ

こうげん　　　　　大きな口をきくこと

こうじく　　　　　りくつっぽい、こまかい事をいう

こえんば　　　　　ごみすて場

こぐ　　　　　　　雪の中をしのいで歩く

こげた　　　　　　かけら

こそばい　　　　　くすぐったい

ごみくた　　　　　ごみ

こわっぱ　　　　　青二才

こばる　　　　　　手にあまる

こんじゃ　　　　　根性、食い意地

こでる　　　　　　あげ足をとる

さ

さいな　　　　　　そうね、そうですね

さくい　　　　　　もろい、こわれやすい

さっとう　　　　　砂糖

さでくる　　　　　すべる、ころぶ

さんにかからん　　問題にならない、まともでない

し

しおはいい　　　　しおからい

しかけ　　　　　　にわか雨

じぶんどき　　　　食事時

しゃい　　　　　　やかましいわい

しゃあつかな　　　小生意気な

しょむ　　　　　　混雑する、にぎやかになる

しゃあく　　　　　ひしゃく

しゃあら花　　　　ぼん花

しゃあね　　　　　性根
す

ずいきぼくた　　　役に立たぬ人間

ずえる　　　　　　山やがけなどがくずれる

すか　　　　　　　くじなどが当らぬこと

すんでのこと　　　もう少しで、もうちょっとで

すんげがない　　　愛想がない

ずんでがわり　　　入れかわり立ちかわり

すねこい　　　　　素直でない

せ

せぐ　　　　　　　ほえる

せわしない　　　　忙しい

せびる　　　　　　ものをねだる

そ

そずる　　　　　　けずる

そっで　　　　　　それで

ぞんぞがつく　　　ぞっとする、身ぶるいがする

そさね　　　　　　うたた寝

た

だいつう　　　　　おしゃれ

たしない　　　　　とぼしい、少ない

だっだ　　　　　　だれだい

たてじら　　　　　漁船をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),据)える時下に敷く木

たなる　　　　　　妊娠する

だぶら　　　　　　ぼたん雪

たきな　　　　　　たきたて（ご飯など）

だんじり　　　　　いたどり（植物名）

ち

ちかづき　　　　　恋仲

ちょろい　　　　　とろい、のろい
ちょっきし　　　　ほんの少し

ちょんに乗る　　　おだてに乗る

ちょうげん　　　　軽わざ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょくげい),曲芸)
ちょやがす　　　　あやす、もてあそぶ

つ

つえる　　　　　　山やがけがくづれる
つがれがない　　　ねん着力がない、もろい
つかえる　　　　　触れる、都合が悪い

つきあげ　　　　　テンプラ

つのぼし　　　　　足のひ骨

つばなかす　　　　分量の不十分なものをひき延ばしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていさい),体裁)をつくろう

つろく　　　　　　つりあい、調和がとれること
て

てえてっていな　　連れて行って下さい

でえ　　　　　　　奥の間

でがある　　　　　長持ちする

てんやもん　　　　ぜいたくな食べ物

てめがよい　　　　見てくれがよい

でんご　　　　　　子牛

と

とうし　　　　　　ふるい

とうすみ　　　　　灯心

どうづく　　　　　たたく、なぐる、打つ

どうもん　　　　　魚がとれないこと

とじくる　　　　　物を縫い合わせる

とじくそもない　　わけのわからないことを言う

とど　　　　　　　残りかす

とちめんぼうをふる　めんくらう、ろうばいする

どべ田　　　　　　泥田、湿田

とよ　　　　　　　とい

どんば　　　　　　とんぼ（昆虫）

どびん口　　　　　横から口を出す

とろく　　　　　　かたずける

な

なかえ　　　　　　間

なべすけ　　　　　なべやかまを置く木やわらの敷物
なましい　　　　　木切れなどが乾ききっていない

なやめる　　　　　さわる、つつく

なげる　　　　　　すてる

なりご　　　　　　初めてできた植物

なるい　　　　　　平たい、傾斜がゆるやか

なんぞかんぞ　　　何やかや

に

にがる　　　　　　腹が痛む

にき　　　　　　　そば、近く

にぎり　　　　　　けちんぼう

にしくりつける　　なすりつける

にょうし　　　　　船のへさき

にやす　　　　　　なぐる

ぬ

ぬしと　　　　　　どろぼう

ぬり　　　　　　　のり（海草）

ぬけさく　　　　　しっかりしていない

ね

ねぎりもん　　　　寝る時に着る着物

ねつい　　　　　　しつこい、くどい

ねぶす　　　　　　見せびらかす

ねんかい　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねんき),年忌)
ねじくる　　　　　ねじる、曲げる

の

のごう　　　　　　ぬぐう、ふく

のた　　　　　　　うねり波

のぼせやま　　　　調子に乗りすぎる人

は

はいよせ　　　　　骨拾い

はえる　　　　　　米をといだ水を捨てること

はがいい　　　　　じれったい

はかいき　　　　　仕事が順調にはかどること

はげみが出る　　　勇気がわく

はかわら　　　　　墓地

はさける　　　　　間に挾む

はし休め　　　　　おかず

はたける　　　　　広げる、開く
はねこ　　　　　　仲間はずれ

はったい　　　　　麦の粉

ひ

びく　　　　　　　くじ運

ひなか　　　　　　半日

ひょうたくる　　　ひやかす、ばかにする

ひょうり　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひより),日和)
ふ

ふくらべる　　　　着物などがほころびる
ふねる　　　　　　あんまする、体をもむ

ぶに　　　　　　　分け前、運
ふんごめ　　　　　わら製の雪靴

ふるいつき　　　　熱病

へ

へーすけ　　　　　しまった

べたこい　　　　　平たい

へつをこく　　　　おべっかを使う

へーこら　　　　　ぺこぺこする

へらへと　　　　　やたらに

へんげる　　　　　変化する、悪化する

へんがえ　　　　　約束を取り消すこと

へしげる　　　　　へし折れる

へねる　　　　　　すねる

ほ

ほけ　　　　　　　湯気

ほくど　　　　　　わらくず

ぼくた　　　　　　くさった木

ぼっかける　　　　追いかける

ぼーふら　　　　　かぼちゃ
ぼて　　　　　　　太った人

ほびる　　　　　　くちはてる

ほんだ　　　　　　ほんとうに

ぼっかあ　　　　　魚の名

ま

まつぼり　　　　　へそくり

ませ　　　　　　　余分なもの

まなか　　　　　　半間、三尺

まんそく　　　　　満足

まひょうしに合わぬ　間に合わぬ

ままい　　　　　　ままよ

まんご　　　　　　指の自由がきかない

まぶれる　　　　　まみれる

まどう　　　　　　弁償する

まんぼ　　　　　　霧

まくれる　　　　　ころぶ

まっと　　　　　　もう少し

む

むる　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),漏)る

むさんこ　　　　　むりやり

むん　　　　　　　者

め

めめそ　　　　　　針の穴

めんごと　　　　　心配なしに

めんずごんす　　　口やかましく言う

めんた　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めす),雌)
も

もえる　　　　　　増える

もうはい　　　　　もう

もしる　　　　　　むしる

もげ　　　　　　　かび、こけ

ももしる　　　　　もむ

もぞく　　　　　　もづく（海草）

もとらぬ　　　　　がんこな

もろこみ　　　　　いっしょ

もんちゃくれ　　　もめごと

もさくさ　　　　　仕事のき帳面でないこと

や

やきな　　　　　　焼きたて

やっしん　　　　　重い物を持ち上げたり、引っぱったりする時に使う声

やとんたたずめ　　役に立たぬやつ

やね　　　　　　　たばこのやに

やねる　　　　　　だだをこねる

やけご　　　　　　やけど

ゆ

ゆて　　　　　　　手ぬぐい

よ

よいとと　　　　　日が暮れるとすぐ眠くなる人

よだきい　　　　　きたない、いやな

ようぼうちょう　　出刃包丁

よすけ　　　　　　のけ者、仲間外れ

よばる　　　　　　こぼれる

ら

らんば　　　　　　物をちらかすこと

らんばいち　　　　物がちらばっている有様

らんこ　　　　　　らっこ（動物）

る

るい　　　　　　　親類

るすごと　　　　　家人の留守にいいことをする

れ

れんちゅう　　　　仲間

ろ

ろく　　　　　　　あぐら

わ

わ　　　　　　　　自分、私

わけ　　　　　　　食べ残し

わざっと　　　　　わざと

わざに　　　　　　わざわざ

わっち　　　　　　お前

わるさ　　　　　　いたずら

わや　　　　　　　むちゃくちゃ

わやく　　　　　　いたずら

わるいい　　　　　悪口、悪宣伝

